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贊

　

　
鎗
）

　
0
肺
「

ヂ

ス

ト

マ

」

被
胞

嚢
轟
紬
の

構
造

　
（

小
林
）

下

贋
鬚

膩
黒

福、

下

面
に

少

し
く

黄
毛
め

れ

ど
も
何
れ

も

其

末
端
は

暗
色

、

頭、

飾
絢
背
及

び
腹
部
砿
一

層
淡
色、

腹
面
は

後

麹
の

裏
面
乏
欄

色、

尾

篩
は

畏
く
、

稍
た

圓
難
形
を

呈
し

、

其

基
都
の

爾

側
は

暗
色
な

b、

開

張
へ・
♂

と

寸
九
分

内
外

。

●
肺

．

ヂ

ス

卜

、

一
〇

　
此

は

昨

年
六

月
下

旬
札

幌
に

て

捕

獲
せ

る

も
の

な

る

が

甚
だ

稀

な

る

が

掬
し、

共
後
該
種
嫁
京
都

藝
蔑
偏
鑓

於
鷲

鈴
添
柔
鎗
郎
民

に

よ

ら

採
集
せ

ら
れ

セ

な。

へ

了
）

　

　

°

　

”

マ

L

被

胞

嚢

幼

蟲

の
、
．

構．

造
（

承
前
V

　

　
　
穴、

吸

整
（

第
三

ー

五

圖
）

　
口

腹
二

個
の

吸
盤
は

幼
蟲
期

に

も

可
な
わ

よ

く

分
化
せ

る

も
の

の
一

に

し
て

口

吸

盤
よ
り

も

腹
吸

盤
の

方

稍
大
形
な

る

は

從
來

の

諸
學

者
多
く

是
を
齠
め

乾
り
。

　

口

吸
盤
は

體
前

端
腹
面
に

あ

う
，

稍
横
起

延
長
せ

る

輪

廓
を
有

す
る

事
多
く

、

長
さ

（

計
測
は
體
の

大
い

さ

と

同
樣
な

る

方

法
に

て

行
へ

b
）

○・
〇
五

六
ー

O・
〇
六
四

粍
、

幅
0・
〇

七
ー

qO

九

粍

な
り

。

腹
吸

盤
の

位
置
は

各
個
體
の

體
の

伸
縮
の

度
に

よ
b
て

多

少
異
れ

ど
も

、

普
逋
體
の

中

部
よ

 

り

稍
前

方
叉

は

體
の

前
三

分
の

一

の

位

置
に

於
て

體
の

正

中
線
上
に

あ

疉。

饐
前
端
よ
り

腹
吸
盤

の

後
縁
迄
の

距

離
は

奉

均
O

・

三

ー

○
・

三

五

粍
な

ち、

其
大

い

さ

は

常
に
瓣

吸

盤
よ
b
大
に

し
て

又

横
に

延
び

た

ち

事

多
く

長
さ

0
．

〇

八

ー
O・
一

粍
、

幅
O

・

一

10

二

一

粍
な

b
。

即
も
口

吸
盤
と

腹
躱
盤
と

の

直
徑
の

割

合
は

大

禮
に

於

て

四

と

玉

と
の

此

な

り、

P

も

理

學

博

士

小

　

林
　

晴
　

治

　

翩

　

大
な

る

例
に

て

は
ロ

駁

盤
に
て

長
さ

○・
〇
六

六

粍

幅
○
二

粍
に

へ，｝

至

る

あ
り、

腹
吸

讐
て

長
さ

9
＝

蠶
○．
一

二

粍

者
す

。

…

騰
騒
翫
谿

畷
醜
髭
96
舳

綴
籍
詮
雛

　
の

例
は

特
別
な

る

奇
形
を
畢

び
た

る

に

あ

ら

す
）

。

吸

盤
の

大
小

は

　

略

蟲
體

全
體
の

大

小
に

比

例
す

，

　
　

吸
盤

内
部
の

構
造
は
可

な

り

よ
く

分
化
せ

り
。

即
ち

腹
吸

盤
に

　

於
て

其
筋

繊

維
を

内
方
よ

り

墨
ぐ
れ

ば

内

部
輪
腴

筋
（

よ

く
發

育

一
　

す
） 、

放

射
筋、

若
于
の

稍
斜
走
せ

る

縱

走
筋

、

外

部
輪
讃
筋
（

内

冨
の

・
の

・

・

も
弱
・

）

及

外
部

鑾
筋
の

各
筋

繊
維

番
嵳

　
せ

り
。

口

吸

盤
に

て

は

全

軆
の

筋
肉

腹
吸

盤
よ

り

も
發
育
稍
劣
わ

　
且
つ

各
筋
繊
維
稍

粗
に

散
在
せ

り
．

叉

外
部
輪
歌
筋
は

口

吸
盤
に

　
は

之

を
認
め

す
。

兩

吸
盤
の

細
胞
に

は
二

種
を

認
ひ

。

｝

は

圓

形
に

　

し
て

大
き
く

胞
釈
の

核
を

有
し

、

｝

は

圓
き

か

叉

は
一

方
に

延

長

　

し
小

形
に

し
て

濃

染
す
る

孩
を

有

す
。

爾

者
の

幅
は

各

900

　
　
　
　
　
　
’

b

繕

’

＆
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籌
齢

笈
06

Ω
二

粍
な

り
。

小

な

る

該
を
含
め

ゐ

原

形

質
は

稍

薙
長
し

て
一

叉

醤
二

の

突
起

を

出
し
全

形

飭
經

歌
な

り
，

大
な

ゐ

核

蘇
數
個
の

突

起

を
放

射
欺
に

出
し
突

起
は

互
に

相

蓮

績
し
て

網

栽

を
稗
す

事
あ

う。

大
な

る
核
は

其
外

觀
醗
内
の

薩
肉

籾
胞

内
に

有

る
物
に

似
柁

り
。

即

ち
吸

盤
内
に

て

は

稍
分
化
せ

る

體
肉
細
胞

と
其

舜
化
せ

ざ
る

も

の

と
よ

り

な
る

。

兩
者
の

中

閘
型
も
亦
少
な

炉

ら

す
晃
出
さ

る

（

最
も

よ

く

分
化
せ

る

吸
盤
の

細
胞
に

は

普

遯

鼠
塑
細

胞、

體
肉
細
胞、

及

角
皮
下

細
胞
の

三

種
を

認
む

る
事

普

涌
な

る

を

以
て

上
の

如
き

掴
態
に

て

は

細
胞
の

分
化
は
未
だ

尚
低

度
に

あ

る

も
の

と
丞

ふ
べ

し
）

。

内

腔
を

包
め

る

ク

チ

ク

ラ

は

爾

吸

盤
と
病

に

○
・

OO

ニ

ー

○・
OO

三

粍
の

厚
さ

あ
り、

共
に

體
表

面
に

於
げ
る

が

如
き

棘
は

全
ー
是

を

認
む

る

事
能
は

す
。

是
多

〜

の

弛
の

種

類
に

於
け
る

現

象
と
一

致
せ

る

事
な
b

。

　
　
　
　
ね

謬
ロ

級

盤
の

前
部
に

は
其

中
に

穿

刺
棘
を

認
む

。

棘
拡

全
然
吸
盤

中
に

埋
沒
し
て

存
し、

背

腹
方

面
よ

り

見
る

時
は

全
く

針

歌
な

り
。

棘
の

大
い

さ

減
多
少

の

掴

饐
問
變
異
あ
れ

ど
も

長
さ

約
O．
0

ご

ー
○・
二

四

粍
に

し
て

幅
は

基
部
に

近

き
太

き

部

分
に

於
て

○
．

00

三
IQ60

囚

粍
を

算
し
是
よ

り

漸
次

前

方
に

狹

小

と
な

り

末
端
尖
鏡
に

絡
れ

参
。

後
方
約
三

分
一

の

部
分
は
棘
の

外

劃
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　一

か

な

ら

す
。

棘
は

中
室
な

る

を
以

て
全

鱧．

竺
端

閉

鑽
し
て

尖

り、

他
端
太

く
し
て

欄
け
る

管
と

し
て

見
ゆ

。

叉

此

後
部
に

は

宇

央
に

更
に
一

の

棒

綏

物

存
す
る

が

如
く

見
ゆ、

横
斷

颪

に

よ
り

考

ふ

る
時
砿

棘
は

稍
背
腹

方
面
に

延

長
せ

る

が

鋼

し
。

若
き

倒
體

に

於

て
絃

憂
儻
魔
に

掻
く
し

で

墓
部
の
不

朋
瞭
な
る

部
分
が

少

き

　
　
　
（

諭

　

説
）

0
櫛

「

ザ

ス

ト

マ

耋
豊
の

構

毒

（

小
鉢
y

　．

　
か

又
は

全
く

之
を

缺
く

事

後
丈
に
詭

く
が

釦
t

、

棘
 
藩
部
越
葡

　
邇
の
如

く
口

吸
盤
丙
鎧
埋
沒

し

て

存
す

矯
も

此
鄰…
嚇

特…
澱
奪
嚀

筋

　
肉
の

附
釐
せ

る

も
の

な

《

即
ち

棘
は

獨
立

↓
て
運

動
し

霧
ら

る
盆

や

否
や

藁
わ
わ

と
す

。

最
若
き

幼
蟲

嬉
は

此

部
に

筋

肉
あ

る

事

　
は

後
文
に

設

け

り
。

（

普
逋
穿

刺
藤
を
有

す
る
「

ツ

エ

π

カ

リ

ア
」

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

棘
の

甚
部
に

は

數
多
の

筋

附

着
し
是

等
の

筋
は

棘
の

基

端
を

中
心

と
し
て

四

方
に

放

射
歌
に

走
り

て

體
の

前

端
に

附

着
オ

。・

赦
に

紘

筋
の

破
縮
に

よ

り

て

穿
剩
棘
は
「

ツ

エ

ζ
リ

ァ

」

體
の

前

靖
魂

働

　
突
潤
す
る

事

を
得
ゐ

樣
に

な

れ

り
。

）

　
　
　
　
　
　

『

1

　
　
幼
蟲
の

蕀
が
〔

ツ

エ

〃

カ

リ

ア
」

時
代
の

穿
刺
棘
の

殘
遺

律
る
事

は
疑
な

き

も
其

後
端
が

外

劃
不

分
明
な

る
事、

特
劉
な

る

筋，
の

存

せ

ざ
る

事、
．

若
き

個
誰
に

て

は
一

層
長
く

し
て

時
に

筋
を
有
す
る

　

事
な

ど
よ

り

考
ふ

れ

ば

退
北

に

傾
き

把

る

も
の

な

る

が・
却
も
刃

さ

　
れ

ば
胞

嚢
脱

出
の

際

胞

嚢
壁
の

破

壞
及
び

諺

結
宿
主

の

皚
内
に

て

　

種
々

の

器

官
を
貫

逋
す
る

際
の

力
は
寧
ろ

他
に

求
む

る
方
適

蠹
な

　

り

と
考
へ

ら
る

。

胞

嚢
破
壊
の

原
動
力
に

闘

し
て

は

少

し
べ

實
駿

　

し
π

る

所
あ

り、

將
來
別

稿
に

て

報
告
す
べ

し
。

　
　
　
十−、
　
冰

涓

化
器
（

第一
二 、
四、
亠

ハ

及
七

圖
）

　
稍

北
器
は
よ

く

發

育

分
化
せ
る

器

官
の
一

な
塾．

即
ち

閣
頭、

食
道
及
兩
膓
枝
皆

明
に

存
し
其
相

互
の

關
係
母

蟲
の

其

等
と

銅
樣

な
b

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄
h

》

　
月

吸
盤
の

直
後
鷲

膝

直
も

に

闘

頭
あ
毒
て

齢
潤

鍛
馴

姻
鑽
曝
るコ

部
分
を

認
む

る
能
は

す
。

脳
頭
は

明
仁

塰

砦
ズ

鏤
鬟

誓
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
一、
一
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（82）飃 避
’1L撫 蝕 総 」 奪 く穴 睡 詠

　
　
　

起
鈴

　
紜

髭
）

．
◎

墜
ヂ

ス

ト

匿
被

壌
嚢

幼
鎧

畫
氾

（

小
林

ぎ

又
隸

幅
の
欝

稍
廣
吋

O
・

〇
三．
1

ρ・
〇

四
粍

φ
長
さ

及

O
・

 
伽
粍

の

幅
を
有
せ

り
。

．

食
道
は

適
度
に

伸
長
し
て

燭

定
さ

れ
セ

る

療
本

（

前

蓮
の

熱
を

用
ひ
た
ゐ

も
の
）

に

て

は

稍
長
く

QO
四

粍
の

長

さ

あ

う
。

從
來
の

研

究
者
の

多
く

が

食
道

を
極
め

て

短
し

と

記
し

セ

ゐ

は

牧
縮
し
て

画
定

さ

れ
た

る

標

本
を
背
面
叉

は

腹
面
よ
り

全

形

標

本
と
七
て

檢
し
セ

る

を
以
て

な

h。

牧
縮
し
た

る

標

本
に
て

は

食
遘
は

背
腹
の

方
向
菰

殆
ん

ど
直
角
に

曲
れ
る

を
以
て

全
形
標

本
忙

て

は

極
あ
て

短
き
が

如
く

見
ゆ
る

な

り
。

二

分
せ

る

腸
は

略

鐙
側
に

浩
ひ
て

後
行
L
且

若
干
の

彎
曲
を
な
せ

り
。

此
轡
醤
に

闘

セ
て

從
來
の

研
究
者
は

多
ぐ
一

定
せ

ざ
る

も
の

よ

樣
記
し、、

且
左

潘
に

轡
曲
せ

る

も

の

よ

如

〜
に

述
べ

た

り
。

其
中

稍
詳

細
な

る

鳳

次
の

二

報
告
な

う、

即
ち

安
藤
氏
は

『

彎
曲
の

數
は
一

定
せ
や

三

夊

は

四
を
數
ふ
転

と
云

ひ

松

井
博
士

は

『

走
行

は

常
に

迂
曲
し

其

痢
轉
數
は

逋
常
四
な

り
』

と
記
せ

り
。

實
際

に

於
て

腸
の

走
行
は

微
細
な

る

點

ま
で

は
一

定
せ

ざ

る

も、

其

大
な

る

轡
曲
は

常
に
】

定
し
て

三

な
り

。

即

ち

腹
吸
盤
前
に

於
て
一

回、

以

後
に

於
て

二

回
な

り。

而

し
て

左

右
に

轡
曲
す

る

と
共
に

背
腹
の

方

向
に

轡
曲

せ
b

。

・

腸
の

後
端
は

鐙
の

後

端
に

近

く
（

後

端

よ

り

約
○

・

〇
五

粍
）

内
方
に

曲
り

て

絡
れ

り
。

腸
の

前
部
は

幅
狭

く
後

方
に

至

ち

・
に

從
ひ
太

く
な

れ
り

。

」

各
部
の

組
織
學

的

構
造
を
邇
ぶ

れ
ば、

咽

頭
の

筋
肉
は
主

と
し

て

放
射
筋
よ

り
な
り、

此

他
少

數
の

内
部
輪
腴
筋

及
外

部
縱
走
筋

あ
り

。

細

胞
は

分
化

不
充
分
に

し
て

核
は

大
小
種
々

あ

り
、

形
は

橢
膩冖
形

を
呈

し
O・
OO

四

10
・
OO

六

粍
の

長
さ、

O・
OO

二

嶺

鶏

帽
二

ー

○
．

00

四

粍
の

幅
あ
り
．

中
に

小

核
萌
に

認
め

ら
气

讒
の

外
觀
は

吸
盤
内
の

大
形
な

る

核
に

慨
泥

り、

口

戯
盤
乏
咽

頭
が

蓮

る

部
に

於
て

其

内
腔
を

包
め

る

ク

チ

ク

ラ

著
し
く
肥

厚

す
。

咽
頭

の

外

部
に

は

多

數
の

可
な
う

よ
ぐ

分
化

し
た
る

角

皮

下

細

鞄
あ

り
。

其
影

斌
及
大
い

さ

は

饐
表

面
の
も
の

に

似
売
り

。

　

食

道
の

壁

を
鞭

せ

る

ク

チ

ク

ラ

は

通

例

甚

だ

厚
く
O・
○
〇
四

粍
の

厚
さ

あ
b

。

外
園
に

ば

咽
頭

と
同

樣
な

る

角

皮

下

細

胞
あ

h／
9

　

腸
に

は

固
有
な

る

土

皮
雑
胞
あ

り
，

細
胞
は

扁
牛

な

る

か

沢

は

方
形
に

し
て、

互
に

相
癒
合
し
て

各
細

胞
の

境
を
區
別

す

る
儲
は

ざ
る

事
多
き

も、

叉

略

明
に

細

胞
の

境

が

認
め

ら
る

る

鵡

も
あ

り
。

核
は

圓
形
叉

は

橢
圓
形
に

し
て

幅

約
○・
○

〇
五

粍
を
有
し、

小

核
明
か

激

b。

時
に

核
は
其

原
形

質
暦
よ

勒

も
表

面
に

突

隆
し

　
　
　
　

て

見

ら
る

よ

事
あ
b

，

是
は

腸
の

内
腔
狹
小
な
る

揚

所
に
潜
魎
な

り
。

腸
の

内
腟
廣
き

部
分
に

て

は

腸
壁
菲
薄
な

る

を

以
て

核
は

奘

上

に

ボ

タ
ン

歌

を
な

し
て

存
す

。

腸
の

前
端
二

分
せ

る

部
分
は

食

迸
と
同

じ
く
ク

チ

ク

ラ

性
壁

を

有

す、

此

部
の
長
鱒
は

90
二

粍

に

し
て

其
ク

チ

ク

ラ

の

厚
さ

は

○・

00

三
粍
な
も
漁

食

遘
及

腸
壁

の

外
圍
に

は

未
だ

筋
肉
繊
維
を

認
め

す
。

　

　
　
　

　
、

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
八
、

　
鼬別

經
及

排
泄
器
（

笛
〃

三、
四
、

亠

ハ、
及
七
鬧冖
）

　
紳
經
の

中

樞
即

ち
腦
神
纈

球
は

咽
頭
の

爾
側
に

あ
b
、

之
よ

り

前

後
に

紳
經

を
涙

出
せ

り
。

紳
經
細

胞
は

軆
肉
細
胞
と

朱
だ

充
分

擁

別
せ

ら
る

よ

迄
に

分
化
せ

ざ
れ

ど
も、

紳
經
球
の

周

邊
に

多
數

龝

σ
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號 五 十 六 百 三 第 誌 雄 學 物 動（83 ）

集
ま

れ
る

は

是
な
る

べ

し
。

碑
經
縁

維
は

明
瞭
に

認
め

ら
る

。

　
排
泄
器
の

群

泄

嚢
は

幼
蟲
期

殊
に

其

胞
嚢
内
に

あ
る

際

最
も

著

明
な
る

器
官
に

し
て

、

生

鮮
な

る

標

本
に

て

は

兩

腸
枝
の

問
に

於

て

大

な
る

嚢
と
し
て

存
し、

中
に

黒
色
（

通
遇
光

線
に

て
）
の

顆
粒

を

充
せ

り
。

胞
嚢
よ

り

田
つ

る

時
は

體
が

伸
長

す
る

と
共

に、

拂

泄
嚢価
も

細
長
く
な
り

て
一

の

太
き

管
の

欺
を
な

せ

り
。

此

際

排
泄

嚢
は

兩

腸
問

に

あ

り
て

前
後
に

直

走
し、

前
端
は

腹
吸
盤
と

膓
の

分
岐
點
と

の

中

央
に

達
す

。

母

蟲
に

見
る

が

如
て

腹
吸
盤
の

部
に

於
て

」

側
に

曲
れ

る

事
な

し。

後

端
は

體
の

後

端

に

近

ー

開
口

す。

後

端
開
口

は

體
の

正

し
き

後
端
な

る

事
あ

り、

又

少
し

く

背

面
に

向
ひ
又
は

少

し
く

腹
面
に

向
へ

る

事

め
り

て

充
分
に
一

定
せ

す
。

是
は

體
後
端
の

收
縮
の

状
に

よ

り

て

異
る

も
の

な

）
。

最

も

　
　

　
　
　

　
　

　
　

の

善
通
な

る

は

體
の

後

端
止

中
線
上
に

あ
り、

之
を

以
て

正

し
き

形

と

考
へ

ら
る

。

開
口

部
の

附
近
は

嚢
腔
細
く
な
り

て

稍
管
斌

を
な

せ

り
。

體
が

著
し
く

收

縮
し
花
る

時
は

嚢
の

前
端
は

稍
二

叉

歌
に

分

岐
す
る

か
、

又
は

不

規
則
の

四
凸
あ

れ

ど

も、

具
に

分
岐
し
だ

る

も
の

拡
あ
ら

す
。

　

排
泄
嚢
に

入
る

集
合

管
は
二

個
ゐ
り

（

母

蟲
に

は

多

數
の

集
合

管
あ
る

檬
從
來
記
載
さ

れ

居
れ

ど

も
、

幼
蟲
期、

母

蟲
共

に

集
合

管
は
こ

個
な

う、

母

蟲
構
造

篇
に

詳

述
す
ぺ

し
）

二

集
合
管
は

腹

吸
盤
の

少
し
く

後

方
に

於
て

嚢
に

入
る
。

　

多
く
め
「

デ
ス、
ト

マ

」

に

於
て

は

排
泄
嚢
は
V
字
状

又
は

Y
字
状

を
な

し
て

其
先

端
二

叉

せ

る

部
が

集
合

管
に

連
る

を

普

邇
乏
す

。

前

後
に

濱
走
せ

る

排
泄
嚢
を
有
ず

る

種
に
於
て

は、

其

集
合
管
は

（

諭

　

　
曽跚
）

　

0
閣
『

ヂ

ス

ト

マ

L

被
胸

嚢
幼
震
麒

の

赫
造

　
（

小

課…
V

、

曹

」−

二

個
に

あ

ら
す
し
て

左

右
に

多
數
存
す
る

を
常
と
す

。

然
る

に

齢

　
「

ヂ

ス

ト

マ

」

に

於
て

は、

嚢
の

中

部
に

於
て

二

の

集
合

管
が

蓮
ゐ

　

事
は

形
態
上

奇
な

る

の

み

な

ち

す、

分

類
上

に

於
て

も

重
要
の

意

　
義
あ

り
。

排
泄
嚢
の

形

及
構
造
は
「

ヂ

ス

ト

マ

」

分
類
上

最
も

重

要

　
な
る

點
の
一

な
b
と
す

。

　
　
　
　
　
　

　

　

　

〜

’

°

　
　

ご

つ

の

集
合
管
は

嚢
に

連
る

部
に

於
て

先
づ

前
外

方
に

稍
斜
に

　

走
わ

、

然
る

後
側
方
に

向
ひ

多
少
の

轡
曲
を

な

し
た

る

後、

膓
の

　

外
側
へ

一

部
之

と
重
な

り

て
）

に

出
で
、

鉉
に

て

昏
前

後
二

枝
に

分

　
る

。

前
後
の

二

枝
は

體

側
に

沿
て

各

前
方
及
び

後
方
に

向
ひ、

各

　
二

三

の

小

枝
を

分
ち、

小

枝
は

更
に

再
三

分

岐
し

鉉
に

末

器
に

絡

　

る。

前

後
に

分
れ
し

枝
の

走
行

は

各

迂
曲
ー、

其
迂
曲
の

程
度
は

 

軆
の

伸
縮
に

よ

り

て

少

セ
異

 
。

　

　

　

　

曽

　
　

排
泄
嚢
の

壁

は
明
瞭
な

る

細
胞
よ

り

な
る田

細

胞
の

數
は

餘
り

　

多
か

ら

す、

核
は
内

腔
に

向
ひ
て

突

隆

し
恰
も

有
柄
な

る

が

如
き

　

外

觀
を

呈
し、

核
の

外
園
は

薄
き
原
形

質
に

包
ま
る
，
、

の

み

の

も

　

の

多
し

。

或
核
は
有

柄
な

ら

す
し

て

療

形

質
層
に

包

ま
れ
て

存
す

　

る

も

の

も

あ
り

。

核
は

略

圓

形
に

し
て

○・
OO

三

10
蟷
○

〇
四

　

粍
の

徑
を

有
し、

比
較
的

濃
厚

に

染

色
せ

ら
る

。

後
方
に

近
《

腔

　

が

稍
細

く
な

 

る

部
の

壁

は

縱
に

多
數
の

褶

襞
め

り、

茲
に

比

較

　

的

多
數
の

核
を

認
む

。

此

部
の

細
胞
は

時
に

其

核
が

充
分
に

染

色

　

せ

ら
れ

す
、

叉

は
普

通
よ
b
小

形
な
る

も

の

あ
り
。

嚢
を
閉
口

に

　

導
く

長
さ

凡
そ
○・
〇
五

粍
の

管
献
部
は
ク

チ

ク

ラ

壁

を
有
し、

外

’

方
に

向
ふ

に

從
ひ

内
腔
狹
く

な
り

て

全
皚
漏
斗
歌
を
な

す
田

ク

チ

　

ク

ラ

壁
は
翻
胞
壁
の

部
と
劃
然

囁
躑
せ

ら
る

。

 

其

厚
さ

ば
比

較
的

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
一
三−
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覧

（脳 ）
，

大並八牟
・

三カ五縫

　

　
　
姻

諭

　
説
）

Q
薩
「

ヂ
ス

ト

こ
彼
胞

嚢
坊
蟲
の

檎
造

（

承

鬱

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

鮭
遮
し
て

曾
◎
 
耄
粍
に

至
る

。

内
灘
面
は

穩

毛

歌

の
醐
凸

あ

勧

ぞ
嬉
瀞
奪
ら
牽

。

蕗

部
め

壁
の

外
方
に

は

縫

走、

筋
長

斡
櫃

筋

　．

（

甫

考
内
側
に

あ
り、

襲
面
め

筋
肉
羅

と
其
順
序
反
對
な
り

）

あ

毒
如

吏
に、
其

外
力
に

は

薯
干
の

角
皮
事

細
胞

を
認
む．

　

粲

倉
響
の

壁
は

稀
に

核
を
有
し

薄
き

も
特
別
の

壁
あ
い

て

麹
肉

細
胞

講
の

塞

籐
に

あ
ら
す

。

九、

生

殖

器
（

第
三

圖
）

　

幼
蠡
の

生
殖

器
原
墓

は

松

井
薄
士

已
に

之

を
觀
黍
し
安
藤
氏
は

更
に

精
絢
に

之
を

見
だ

り
。

即
ち

安
藤
羈
は

曰

く
『

腹
吸
盤
の

下

方

董
に

之
ε
夲
行

し
て

體
壁
に

近
く

ヘ

マ

ト

キ

シ

リ

ン

に

濃
染
す

　

苞
多

歎
（

二

十

乃
圭
三

十

禰
V

乃
至

は

少
數
（

十
個
内

外
）

の

細
胞
核

の

集
簇
せ
る

を

認
の

得
ぺ

し
。

即
ち

卵
菓、

子

宮、

メ

ー

別

ズ

氏
腺

の

療
墓
仁
相

嘗
ず

．

叉

薩
の

下
方

に

於
て

も
同

襍
細
胞
の

集
簇
あ

梦
。

鄭

ち

睾
丸
の

僚
墓

な
る
べ

し
』 。

と

　

余
の
魏
察
の

赭

果
は

次
の

如

し
．

雌

性

生

殖

器
に

於
て

は

卵

゜

菓、

魔〃

穀
藻
及
子

宮
の

原
基

を
見
る、

（

卵
殻

線
は

卵

殻

を
分
泌

ず
る

も
あ
に
あ、
ら

す・
と
い

ふ、

事
實
よ
り

發
見
者
の

名
を
冠

し
た

る
メ

響

タ
ス

腺
と
云
へ

る

名
の

方
宜

し
と

し
て

近
來

之
を

用
ゆ
る

奉
多
き。
も

余
憾

偽
卵
殼
腺
の

方
適
當
な
り

と
信
す
る

を
以
て

之

を

趨
ひ、
勉
嚇

。

’

卵
巛

果

は

腹
吸

盤
の

後

方
正

中

線
上

に

あ

b
。

密
集
せ

る

紺
胞
塊
な
兮

。

子
宮

及
膣
）

は

卵
欒
の

反

蜀
側
に

あ
り
て

稍
細

長
な
る

繕
胞
列
よ

り
な

る
、

卵
巣
は

卵
殼
腺
及
子

宮
よ
う

も
一

層

、
糎
面

に

逹
く

位

す、
（

子

宮
の

腹
端

即
膣
は

腹
面
に

逹

す
）

。

ぐ

　
’

一
四

　

雄
生

殖
器
は

畢
丸

及
韓
精

管
の

末
端
を
認
む
p

睾
丸
の

盧
冊

墓
鳳

小

な
る

略

圓
き

細
胞
魂
に

し
て
、

腹
吸
盤
の

後
方
に
て

膓
の

第
二

回
の

外
背
側
へ

の

彎
曲

部
に

春
し

、

背
側
ま
り

も

腹
側
に

近
く

位

す
。

左
右
同

高
の

部
に

あ

り
。

一

墜
贋
管
の

原
基
は

子
害
の

末
端
と

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
の
　マ
も

重

行

し
て
、

之

よ
り

も
一

層
太
き
細
胞
塊

ど
し
で

存
す

。

　
各
細
胞
塊
は

O
。

OO

三

粍
の

郷
箪

Φ

る

核

が

集

合
せ

る

も
の

に

し
て

、

子

宮
及
楡
精
管
亀

單
に

細
胞
の

棒
よ

り

な
も

乗
だ
其
中
に

腔
所
を
生
ぜ

す
。

　
　
　
　
．

　
　

　

　

　

　

　
　
　

眇

　
　
．

喞

O、

若
き
殻

塵
爨
鋤
蟲（

第
一

圖
）

　

被
胞

嚢
幼
蟲
は

第
二

中
問
宿
主

内
に

入
§

て
後
一

定
の

發
脊
を

な

す
も
の

に

し
て
、

胞
嚢
並
に

幼
蟲
體
は
大
い

愚
畠

及
縫…
遷
に

於
て

若
干
の

麺
化

を
生

す
。

此

著
き

被
胞

嚢
幼
蟲、

即
ち

宿
主

内
に

入

り

て

後
の

日

數
少
く

未
だ
充

分
醗．
熟
せ

ざ
る

も
の

は

摺
主
中
に
て

可
な
り

虚　
見
幽
だ

さ

る
、

其

成
熟
せ

る

も
の

と

の

差
が

最
嘉
著
し

き
は
胞

嚢
壁
及
穿
刺
棘
な

り。

　

余
の

見
た
る

稱
若
き
胞

嚢
は

其

大
い

さ

成

熟
せ

る

も
の

に
比
し

て

著
し
く
小
に

し
て

且

球

形
を
な

さ

す
、

尋

方
に

延

萇
せ

り
。

長

軸
○

・

三
−

O・
三

三

粍
幅
〇
二

七
ー

○・
二

五

粍

を
有
ず
汐

外
幽
に

は

固
有
の

厚
き
胞

嚢
壁
は

未
だ

生
ぜ

す
し
て
、

單
に

宿
主
の

體
よ

疹

生

申
る

薄
膜
に

包
ま
る

3
の

み
。

　一

層

逹
み
た

る

も
の

に

於
て

は

漸
次
其
大

い

さ

大

と
な

り、

且

球
形
に

近
き
形
と

な

枇内

嗣
宥
の

膜
セ
生

す
れ

ど
も、

此
糊

有
膜
も

未
だ

比

較
的

薄
く
、
、

輕

き
壓
逍

に

て

容
易
に

破
壌
せ

ら
る

．

“
此
若
き
時
代
に

は

蟲
體
は

徃
寿

饐
を

「

欝

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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）

●

二
霞
置

げ
て
存

す

る
事

あ
ら

．
次
で

固
有

膜
が

一

定

厚

さ
に

・

達

し
て虜

熟

形
と
な

る

、

嵐
熟
も

訖

る
胞
嚢

壁
が

械
的
抵

抗
力

藤
ざ

上
交

の
如

し

。

毳
の

幼
若
形

暴
て
構

造
の

差

異
中

觀
に

著し

き

擁
泄

霧

り

．
．

即

ち
若

き
も

の

に

於て
檍

嚢

中
に
顆

粒
ぞ
、

可

な
農

長
し

砦
後
も
亦
顆
粒

粗
に

し

内

腔

を
充

滿
せ

す
。
切

片

に
於
て

蛬
を

檢
す

る

時
は

、

胞

の

數
成
熟

せ
る
も

の

昆

し
て

多數

に
し

て
一

層
絨
毛

歌
を

し
、

叉
は

稍

方
形

を

な
し
て

密

に

葵
b
。

次

に
穿
刺

棘
は

長
さ

に

於て

は
成

熟
形

と
大

差

・

な

き
も

、

若
き

も
の

に
て
は

熟
せ
る

も
の

に

見
る
所

の
後
方

不

分

聡
 

部

姥較

酌

少
くし

て
、

一
例

を
擧

ぐ

れ
ば

、
全
長

○
．

〇

二

粍

の
も
の

に
於
て

蕎

五
分
の

四

は
明
瞭

に
し

て

、

後
方

五

分

の

一

（

060

四

粍

丈
輪

劃
不

分
明

と

な
れ
る

の
み

．

さ
れ

ば

精

細
曩

さ
を

測

芋
し

て
若
き

個

體

の
穿

刺

棘

を

見
る
時
は

威
熟

馨
も
の

よ
り

萇
き
が

如

く
畳
奮

事
あ
ら

．
他
の

各

官

接
特

認

す
ぺ
き

發

青
の
程

度
に

差
を
認

め
す

．

 
以

上

認

七
髭

る
幼

若

形

被
胞

嚢
幼

蟲
琵
較

的
屡
見

出
さ
る

るも

の

る
が

此
他

衛
最
も

幼
若
な

ぢ
も
の
を
見

る
事

あ
り

。

最

ｭ

き
被
胞

霧
蟲

の
胞

嚢
は

鑿
體
長
橢

圓
形
に

して

兩
端
稍

讐事
あ

凱
。

長
さ

〇
二

八
ー

〇

二
西
粍

幅

○
．

；
TO

．

一

六
−

粍

を
有
羮

壁

皆

ハ
藩

め
菲

靉

嗣
な
る

膜

よ
りな

る

事

前

の
場
倉
向

じ

。
嚢

窪
は
稍

體
を

曹
砦

幼
蟲
讐

．

墨

靉

臨
腹

の
爾

吸

盤
は
著

し

き
も

他
の
讐
は

充

豐
認

ぴ

驫
は
す
（

蟲
繋
小
髪

る

と

薪

料

に

接
ず
る
機
曾
多

か
ら

　

　

　
パ

　

　

露

）

　

O
肺

h
ヂ
λ
ト
マ
」
被
胞
嚢
幼
蟲
の

構

識

娼

　

（

小

）

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　●

ざ
る

莠
余
梟

髭

時

代

の

あ

薔
片
と
し
て

す
る

馨

す
当

ロ
吸

盤
は
○
・

〇
六

粍

の
幅

あ

り

。
其

背

に

は
穿

刺

蕀
あ

b
・

此

穿
刺

棘
に

就
て

甚

だ
興

趣

あ

る
は

さ
が

完
響
る

幼

蟲
薩
に

存
す

る
も

の
よ
り
も

長
ー

し
て

 

ｪ
占
．

三
二

粍
を

算

し
後

端
に
至

る
遘

舞

劃

明
瞭

に
し

完

成
せ

る
も

の

覧

る

如

き
不

明
瞭

の

部
分

な
し

．

形

は

状

に
し
て

肥

厚
部

を

有
せ

究
其
基

部
よ

り
は

數

條

の

筋

出

で
蠱

前
壁

に
向

へ
る
事

普

．

通
の
・

ヅ

韋
カ

リ

ァ
」
の
穿

刺
棘

見
る

物
に

同
じ

（

此

筋
肉
が

完
成

芸
幼
疊
鴃
如

せ
る事
は
前

の

如
し
、。

腹

吸

盤
は
體
の

略
中

部
に
あ

り
て
口
吸
盤
よ

り

も

し
ふ
形

な
b
．

幅
○

．
〇
四

粍
を

有
す
．

此
他

腹

吸
盤
の

前

側

に
數

個
の

腺
状

細
胞

あ

り

。
此

讐
精
査

す
れ
ば

他
の

器

官

に
排

泄
器

を
認
め

得
べ

し

と

考
ふ

．

れ
ど
も

此

材
料

を
得
陀
る
回
數

多
か
ら

す

し
て

目

下

是

以
上

に
此

　

蟲
體

に
關
し

て
知

る
を

得
す
。

　

　

以
上

の
若

き被

胞
嚢

幼

も
完

成

せ
る

も
の

と

典
に

或
は
内

燉

中

に

或

は
鰓

に

存

し
位
置
に

よ

り

て

老

幼

の
差

な
し

．
余
は
蟹

　

の
鰓
内

に

若
き
も
の

を

認
め

把

り

。

　
　
附

　
言

　
　

最

幼
若

る

も
の

は
其

第
一

中

間

宿
生

中
に

あ

り

し
時
代
に

最

近
き
形

有

す
る
も

の
な

る

を
以

て

、

肺
・

ヂ
ス

毒
・

の

箜

中

間

宿

及

び
其
・
ツ

エ

労

リ
ァ
し

の
種

類

決
定

の

上
に
最
有

力

な

る

材

料
を

す

る

も

の
な
る

事
緒

言
に
述
べ

た
る

が
如
し

．

箜

　
中

間
宿
主

河

貝

子

（

少

く

も

是
に
最
も
近
き
）
の
種
、
類
な

ら
ざ

　
べ
から ざ る 事 ぽ 中 川 博 士 既に 早 ー 是 を 説 き僉も亦 實 地 の
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（．8、6 ）大正八年
騙

月五
凹
十日

「

　

　

　
　

釜

詭
）

o
隣
ヂ

ス

ト

マ

L

被

胞

嚢

幼
蟲
の

構
造

（

小

林
）

觀
察
及
び

實
驗．
の

結
果
に

よ

り
て

共
然
る

べ

き

を

饕
セ
わ

き
・

菱
暴
な．

磊
究

董
は

悉
の

肇
に

よ

b

養
驗
觀
察
せ

ら
れ

居
れ

り
。

而
し
て

其

9
工

労
リ

ァ

あ
種
類
が

余
の

朝
鮮

噸
茎
〃

カ

リ

ご
A
（

此
種
は

既
に

吉
田、

中

川
、

宮

入、

安
藤

氏・
等
に

よ
り

て

觀

察
せ

ら

れ

居
れ
り

）

な

る
ぺ

き

事
は

種
々

な

る

學
者
に

よ
参

て

推
定
せ

ら

れ
居
れ

る

が
、

余
が

從
來
の

觀
察

も
賂

臼
職

に

賛
成

す
る

も
の

な

り
。

却

ち
此

種
は

構
造
上

殊
に

穿

刺
棘
及

び

排
泄
器

総
造
に

於
て

肺
・

ヂ

ス

・

・

L

の

被
胞

嚢
幼
蟲
に

酷
似

し
、

殊
に

穿
刺
棘
に

就
て

は

最
幼
若

被
胞

嚢
幼
蟲
の

同
器

官
と

箸

し
き．
類
似
を
示

せ

り
。

其

分
布
も
亦

肺
「

ヂ
ス

ト

マ

」

の

流
行
地

に

限
ら
れ

た

り
。

唯

朝
鮮
に

於
て

余
が

從
來
見

た
る

數
個

所
に

於
て

は

其
河

貝
子

内
に

此
「

ツ

エ

ル

カ

リ

ア
」

が

域

染
せ

る

率
第
二

中
間

宿
主

門

の

被
胞

嚢
幼
蟲
の

割
合
に

比
し

て

甚
だ

少
き

事
な

り・

此

鮎
は

稍
諒

解
に

苦
し
む

所
な

れ

ど
も
是

或
は

時
期
の

關
係
な

る
べ

き
か

。

　
．

參

考
交

獻
、

T
）

中
川

幸
庵

−
大
正

塁、
肺

ヲ
ス

ト

・

L

の

饗
・

日

新

蒙
第
五

卷
第
四

號

（

2
）

松
井

莓
ー
夫
正

四

年、

肺
「

ヂ

う
ど
幼

蟲
の

生

蠶
罅
饕

北

醤
學

　
　
曾

薙
誌

第
三

〇
年

第
三

號

：

（

，

）

小

林

露
郎

ー
杢
四
年、

某
産
内

部

重
鏨
類

・

五
・

六
・

七
・

黝
物

學

　
　
雜
笛

第
ミ
一
九

f
三

二

一

號
．

（

4
レ

安
藤
亮

ー
大
正

六

年
、

肺
コ

ヂ
ス

ト

マ

」

の

嬖
（

災
回

馨
）

壽
の

發

喜

　
　
翁
並

に

構

造
に

就
て
、

中
央

醫
學
會

雜
誌

第
一
三
｝

號

（

5
）

由

口

畏
権

ー
歪
六

年、

賀
子
の
「

ζ
〃

宥
ど
に

就

て
・

霧
學
雜
麺
 

　

第
三

匹
二 、
號

，　　．

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　一
六

　

　
（

6

養
川

定

ー

夫
堊
ハ

年
、

肺
、

ヂ

肇
こ
の

馨
に

辱
る

婁
・

楚
鼕
中

　

　

　

　
間

宿．

晋
す、
5
肺
ヂ

ス

・

域
外
の

小

蠶
に

羣、「
（

笙

馨
彙
蘯
翠
新

　

　

　

　
黠
二

〇
三

〇

號
『

　
二

〇
三

＝
概

　

　

ε
荒
毒
ー

大

堊

牟、

蒹
鼇
警
緯
ゑ
形

嶷
・

ヂ

ス

ト

マ

」

り

母

　

　

　

　
蟲
に

就
て、

東
京

鬢
事
新
誌
二

〇
三

五

號

い

（

8

渮
・

i
歪
六

年

鹽
ヂ

・

毒
」

と

馨
袰
薹
海

蠶
寡
誌

第

　

　

　

　
一
七

六

號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

癬
鑼

蕪

｝

　
醫

答
鬱
第
二

五

卷
第

六

號

　

　」

圖

版
読

明

　

第
一

圜、、
最

幼
若
被
胞

褻
幼
蟲、

約
二

百

倍

　

箜

面、
完

靉
襲
幼

蟲
、

生

鬣
杏
毒
て

尋
る

あ
に

し

て

固
有
の

黶

・
・

蠶
讖

譱
嬲
副

羅
驪
棚

鏈
糶
壁
鱒

る

郎
、

約
百

倍

　

第

轡
、

遊

警
る

幼
蟲
の

前
額
臨
面・

約
二

百
倍

・

　
°

　

第
五

国、

同
上、

匏
葡
部、

約
五

百

倍
b

｛
　

第
六

隅、

同

上
、

鐙
援
部
 

約

五

百
倍

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
．

第
七

湘

劔
饕
胴

拗

誘

購、

生

。
標
本

に

ー
て

書
σ
る

も

の

・

・

て

藩

　

　、

略

字

解

羅

鍮
肱

鱶
撚

轟
喩
驍

器

驀
尹

軸
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